
概　要

ウルトラ・ワイドバンド（UWB）テクノロジ
高速な無線パーソナル・エリア・
ネットワーク（WPAN）を実現

パーソナル・コンピュータ、ハンドヘルド、家電製

品、携帯電話のユーザが経験しているワイヤレ

スの利便性が、デジタルホームやデジタルオ

フィスに浸透しつつあります。人々は、あ

らゆる種類の機器をもっと簡単に接続し

たいと考えています。その期待に応える

のがウルトラ・ワイドバンド（UWB）テク

ノロジです。家庭やオフィスで使用され

るこれからのポータブル機器は、各種の

デジタルビデオ/オーディオのストリーム

を扱うために広い帯域幅を必要としますが、

UWBはそうした帯域幅を提供する低消費電力

型のソリューションとなります。

ワイヤレス化が進む将来

アナリストの予測によれば、2005年までには、世界中で 8,000万を超えるワイヤレス LAN（WLAN）

が利用され、米国では約 1,300万のワイヤレス・ホーム・ネットワークが導入されます。しかし、この

ネットワークには抜け落ちている部分があります。PCやデジタル・カムコーダ、デジタルカメラ、高精

細テレビ（HDTV）、ゲームシステムなど、大容量メディアを扱う家電製品は増加の一途をたどっていま

すが、こうした機器では、広帯域幅のワイヤレス・ソリューションがなければ、接続やメディア交換を簡

単に行うことができないのです。

その解決策となるのがウルトラ・ワイドバンド（UWB）テクノロジです。これは、無線パーソナル・エリ

ア・ネットワーク（WPAN）に最適な近距離無線テクノロジです。UWBは、外部からのデータ取り込み

や外部との通信を行う既存の遠距離無線テクノロジ（Wi-Fi*、WiMAX、携帯電話の広域通信など）を補

完する技術です。UWBは、ホスト装置から中間地点の装置にデータを中継するために必要なソリュー

ションで、低コスト、低消費電力、広帯域幅の特徴を備えています。伝送距離は最大 10メートル（30

フィート）です。



USBの登場を待つ周辺技術

インテルはすでに UWB無線の構想を打ち出しています。それは、「共通の

UWB無線プラットフォーム」を各種のアプリケーションや産業に普及させる

ものです。この構想では、UWB無線と融合層が基盤トランスポート機構に

なり、各種のアプリケーションに対応することになります。「共通の UWB無

線プラットフォーム」上で動作することが期待される、注目すべきアプリケー

ションの例としては、ユニバーサル・シリアル・バス（USB）、IEEE 1394/

FireWire、次世代 Bluetooth* ワイヤレス・テクノロジ、ユニバーサル・プラ

グ・アンド・プレイ（UPnP*）などがあります。

共通の UWB開発プラットフォームを標準化すると、PC、モバイル、家電製

品の各業界は、容易に UWBを無線またはトランスポート機構として使用し、

その低消費電力と広帯域幅を活用できます。インテルは、幅広く支持されて

いるMBOA（MultiBand OFDM Alliance）、WiMedia* アライアンス、ワイヤ

レス USBプロモータ・グループ（補足情報を参照）が、UWB標準に基づく製

品の商用開発を 2005年には実現するものと確信しています。

概　要

UWBの動作原理

従来の UWBトランスミッタは、極めて幅

広い範囲の周波数（数 GHzの帯域幅）にわ

たって何十億ものパルスを送信します。対

応するレシーバは、トランスミッタから送

られてきたパルスのシーケンスを受信して、

パルスをデータに変換します。具体的には、

UWBとは中心周波数の 20%を超える帯域

幅を占有するスペクトラム、または少なく

とも 500MHz以上の帯域幅を占有するスペ

クトラムを持つ無線テクノロジと定められ

ています。

現代の UWBシステムでは、直交波周波数

分割多重（OFDM）などの別の変調方式を使

用して、このような極めて広い帯域幅を占

有します。また、OFDM変調と複数のバン

ドを併用すれば、従来の UWBシステムで

大きな利点が得られます。

UWB はスペクトラムの幅が広く出力電力

も小さいので、ほかのワイヤレス機器のス

ペクトラムへの干渉が低減され、通信速度

が向上します。米国の連邦通信委員会

（FCC）は、UWB 無線伝送の運用範囲を

3.1GHz～最大 10.6GHzとし、伝送電力

を-41dBm/MHzに制限することを正式に

規定しました。その結果、UWBには、大容

量の通信路、近距離通信、低干渉の特徴が

あります。
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MBOAによるUWB開発の促進

2003年インテルは、MBOA（MultiBand OFDM Alliance）の設立を支援しま

した。MBOAには、家電製品、パーソナル・コンピューティング、ホーム・エン

ターテインメント、半導体、デジタル・イメージングの各市場セグメントで非

常に影響力のある企業が多数参加しています。この団体の目的は、最新の

UWB（IEEE 802.15.3a）物理層と MAC層の仕様に対応した最高の技術ソ

リューションを多様なアプリケーションに向けて開発することです。現在ま

でMBOAは精力的に活動を続けており、60社を超える参加企業が UWBに

関する 1つの技術提案を支持しています。

MBOAは、マルチバンド直交波周波数分割多重（OFDM）方式を支持してい

ます。この方式の利点を次に示します。

■スペクトラムの範囲を柔軟に変更すれば、干渉のほとんどない共存が可能

■世界中の各種の規制環境に容易に適合

■将来の拡張性と下位互換性

■ムーアの法則を維持するために、標準 CMOSテクノロジを使用して、

開発速度とパフォーマンスを向上

■マルチパス環境での優れた信頼性

ワイヤからの解放

現在、デジタル・カムコーダ、DVDプレーヤ、モバイル PC、HDTVなどをは

じめとする大半のコンピューティング機器と家電製品では、メディアを記録、

再生、交換する際にワイヤが必要となります。UWBではこれらのワイヤが

不要になるので、日常使用する製品をワイヤで接続する必要がありません。

UWBを使用すると、次のことが可能になります。

■プリンタ、スキャナ、外付けハードディスク、デジタルカメラなどの

ホームオフィスの機器をワイヤなしで PCに接続

■ホーム・エンターテインメント・センターのコンポーネントを、

1本のワイヤも使わずに設定して相互に接続

■友人宅の HDTVでワイヤを接続せずにデジタル・カムコーダを再生

■部屋内の高級サラウンド対応スピーカにポータブルMP3プレーヤの

音楽を送信して再生

■会議室のデジタル・プロジェクタとモバイル・コンピュータを

ワイヤレスで接続

■フォトプリント・ショップにケーブルなしでデジタル画像を転送し、

即座に写真を出力

概　要ウルトラ・ワイドバンド（UWB）テクノロジ

ワイヤレス USB：業界初の高速パーソナル・

ワイヤレス・インターコネクト

USB による簡単な接続とインストールが

お気に入りでしたら、ワイヤレス版の USB

を試してみてはいかがでしょうか。ワイヤ

レス USBは、UWBを利用した業界初の高

速ワイヤレス・パーソナル・インターコネ

クト・テクノロジです。有線 USBの成功に

基づいて作成されたワイヤレス USB は、

USBのテクノロジをワイヤレスの将来にも

たらします。

有線 USBと同じ用途およびアーキテクチャ

を維持するために、ワイヤレスUSBプロモー

タ・グループは、ワイヤレス USB仕様を高

速のホストデバイス間接続として定めていま

す。これにより、現在の有線 USBソリュー

ションの移行が容易なものになります。目

標とする帯域幅は 480Mbpsですが、これ

はマルチメディア・ストリーミングや広帯

域幅データ転送にも十分対応する速度です。

USBはすでに 10億ユニットがシステムで

採用されており、PCや多数の家電製品、モ

バイル機器で使用される事実上標準のイン

ターコネクトになっています。ワイヤレス

USBでは、ワイヤを使用せずに USBの利

点をすべて得られます。
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ラジオ・フリー・インテル構想の要点

ラジオ・フリー・インテルとは、チップに統合した高機能な無線機能であらゆるデバイスを接続

しようというインテルの将来の構想です。この無線機能は、使用可能なスペクトラム、希望のア

プリケーション、手近にあるデバイスに基づいて、自分自身で再プログラムと再設定が可能です。

全体的な構成としては、無線 LAN スポットとの通信には 802.11、携帯電話との通信には

Bluetooth* ワイヤレス・テクノロジ、WPANとの接続には UWBを使用します。この構想を推

進するために、インテルはすべての無線周波数帯の分野にかかわっています。WWAN（wireless

wide area network）では WiMAX* を支持していますし、WLAN では引き続きインテル ®

CentrinoTM モバイル・テクノロジを推し進めています。将来 UWBテクノロジがWPANでサポー

トされれば、ラジオ・フリー・インテル構想は、また一歩実現に近付きます。
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